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ヒ海道大学演習林仙寺r.ffi.，:f; 市64右 前 I号 1，2007;

北海道大学苫小牧珊究林のrlJ"民による利用形態

揚よ~相mJ以万:('

Characteristics and visitin詰patternof仁itIzenvisiting 

the Tomakomai Experimental Forest， Hokkaido University 

by 

Yoshimi ACE'l'Sじ九九 YANぇGIH'¥民主

要 旨

北海道!(学・北方竺功例フ I~ ルド科学センタ . ;~iノト牧研究林には 一般の人々が1'11:1に散能できる「牛

耳主博物関 (:ll< 1芯11a)Jが整備され，多くの人々に識しまれ仁川る その 方で，ザ術研究を妨げるようと主研究

区域への不~J、侵入やごみの不iL投業など，利用者のマ T' に鴎していくつかの何窓も抱えている 今後も 殻dJ

t己への対放や忠実絞 Lていくためには?俳究林と flJ件j省との相1T理解誌を不可欠であろうっその基礎資料と仁て利用

者の攻状を+~+，"'J るためのア/ケ，調査をι人総 uごう

2002年から2C04平にかけて北海辺λ学 者，:、牧似先林をみれた人623名に対して如き取れアシケを'Aぬ

Lた」その対巣、手'1m音のお:刊が，'r';ノト牧111止であること， そのl勾の 6刈の人が研4主体のことを引に{りかで見知コ

たわけでなく いつの間にか知ってし 3た土とが分かったつまた 10年以上京からむIJJ[]し続け亡いる人がi曲、よ数を

占めず全体の 9~I時以上が'lピーターであった さらにす討 i~JI1!および季節を nuわず.行常iY、上の人7Y'85b苧で半

林L，:)Oj}-から 2 時間を研究林で.ìG ご L ていた〉世代~IJの研究林の羽川形態から，判令，l: ;l もにd:fR:の研究林へ

の関わ与あい方が移り?をわる様子が推す1 されたν 対J世矧にイvrj'CJ，:jドをい}jわた経験を j会つ人 i土、青年間に~)1:.止 Jdt究

林から返さかるものの， J脅し;、できるとその了供を連れて研究林を訪れるようになる そして子供が白¥1::""た後

もヲ ]人で，あるいは配偶者ゃ友人1:1'もに研究持を利用し続けていくよろ PあゐI すなわち砕ケのj守，1111"1帰に

もi此だ 市民の「り森同偏;とも言える税象がこの!cll究怖を新台に起きていゐと考えられたこ

キーワード jtf芋の森 市民利用， '1ピャタ j手森1"1涼

2仰 1年8月"1:受;eb， :'¥l口ptcd/\u払 ~4_ 20C川

1 : ~小牧市悼物品友内会 北海;g~小牧市本広町 3 ヲ r :i --l. u:).j--GUll 
"\s出じ 'il t1 0il ぱ TÜrna~\~lrnai じ It~ 孔b町じい 1. ;;: --0 - SlIchinJ Turnaパurnι"仁ity~心氏kaidü ~へP.\K， W;:ライ-JOll



2 北海道大学i寅営林研究fRfT 第64巻 第1号

1.はじめに な森林を維持するための森林施業が行われている(北

北海道λ学・北方生物悶フィールド科学セン 海道大学北方生物悶フィールド科学センター森林悶

ター・苫小牧研究林は， 1904年(明治37年)に札幌農 ステーション， 2005)。これら 5地区のうち，とくに

学校維持資余として内務省より編入された2，250町歩 生態博物園地区は一般の人々が自由に散策し豊かな円

(およそ2，231ha)の森に端を発している(北海道大学， 然を享受できる 1ft態博物閑 (31.18ha) J として整

1980)。その後， 1907年に苫小牧演習林へ(北海道大学， 備されてきた。この生態博物園は樹木国・潅木園・

1982)， 1964年に背小牧地)j演習林へと改称された後 池・ビオトープ・ビジターセンター・東屋・山草困・

(小鹿， 1985)， 2001年の組織改革により現在の名称と 散策路で構成され， 1983年の整備開始以来，多くの人々

なった(北海道大学北方生物園フィールド科学セン に親しまれている(石城， 1994)。しかしその一方で，

ター森林閤ステーション， 2002)。総敷地而積 学術耐究を妨げるような研究区域への不法侵入やごみ

2，715haのこの研究林は勇払原野から道東へと広がる の不法投棄など，利用者のマナーに関していくつかの

広大な森休地滑の西南に位置しヒグマ(Ursusarctos) 問題も抱えている(揚妻柳原， 2005)。今後も，大学

やエゾシカ (Cervusnippon yeso問 sis)など，多くの としての紛i究・教育機能を向上させつつ，一般市民へ

野生鳥獣の生息場であり，また苫小牧市(人口17万人) の開放を継続していくためには，研究林と利用者との

の水道水のおよそ 7分の 1を提供する一級河川l院内川 相互理解が不可欠であろう O そこで，ここでは利用者

(苫小牧市水道部， 2004)の源流の森でもある。苫小 の現状を把握するためにアンケート調査を実施した。

牧市の市街中心地からおよそ 3krnに位置し，研究林内

を東西に市道が貰通していることから，市民の憩いの 2.調査地および方法

場としても機能している。 2002年4月から2004年1月まで，春夏秋冬の季節

現在，研究林は都市林共生系実験地区・流域生態 ごとに休日 2日間(百十8日間人生態博物圏内にある

系実験地区・森林動態制御笑験地区・原生自然環境保 下の大池または樹木園を訪れるー般来林者を対象に円

存地区・生態博物閑地区の 5つに区分され(凶1)， 頭による間取り調査をおこなった(去 1)。下の大池

森林生態系に関するさまざまな研究や教育および健全 は巾道に面した広さ約0，5haの池で，周囲には散策

苫小牧研究林 勺
。 300m 

図 1，調査地

網掛けは生態博物園を，出の塗りつぶし部分は開放水面(河川・池)を夫1-0
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表 1 燕査孔調査l守伺および訳査数
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If;'hc:;-'，;jiよし(むよι小牧研究体，たよし(.'!は周辺市町の役所{場)的i住地 域線(---;土片れ技研究
林計1'-'、とした内手.:.ukmとlリ::Ji;]の円を表す

む内のイtl;市町古<j.S~めであった-~ 7Jl外i立2.4~ ンごめった

がっ、て湖東限であ〉たら手IJ出};の汁住地はH手を通じ

て非常に良く似た館前jを1)'しており 9 苫小牧山氏とdi
外(泌7J市外とi立外のr;'f}ft 1!->j-)の割合には季節，土はな
かった (x'L，._.，1.916:-;， df ...... :l， (J '---'(L590) 

辺氏による研究林の手IJ疋図は直線距離むおぶそ

:的日、間内であ Jた(lxl2 ) また，制I究林までの所

要η間は。たとえ市外からじあっても 7時間を越えて

京株する人は1};数乙 n与阿距離では2時間以内が手IJ)jj
|噌と与えられた(表4し町小牧市t¥;干1;II1昔の剖1党体

までの)~í要時間は10分以内が最も多く約 f数を /i め，

m分以上主けて ~hれる人は5.2% とわずかだった。ま

た，市民であっても移助 Hれャl土日京市中を;fum-tゐ

ことがあかったが (7S.1%)，徒昔(18.4%).ぞみれ

る人も少なくなくヲ立与(苧を泊Lてはられたc

表4. ~住地)]IJ に見た研党作までの交通子設と閉l

安川河の型l台
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散{Iしていたことにより各人への庶取りができなかつ に"可1 と 20代の't，:~{rはおよそ 1 ~刊にとどまったc 10段
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の3項Hが常に上位を占めた(凶(i)c 特にいずれの

不節においても 3割以|のグループが「散歩 ジョギ

ング」をH閣に訪れると答えており，健康維持のため

に1引を通して利肘する安広層の多いことが分かっ

た}

「散歩・ジョギングJ C臼然に視しむJ C動植物の

観察」の 1.iす3項口の割台を苧節聞で比較した結呆，

有居な左が認められた (XZ~26.307町 df ~ 6. p < 
0.001L 2季節目lで事後検公したところ冬季とその他

の乎節との聞にそれぞれ有意志があり(春一冬 x2

~7.5477.df~2 町 p ~().()23，夏冬:〆 ~15.()741 町

dlニ2，P <0.001，秋冬がニ 18.986"(，dfニ2，

pく0.001l，冬季の求林H的の構成が他の季節と異な

っていることが明らかとなったG 冬季では「自快に親

Lむ」と回特Lたグループは少なし逆に「動植物の

10怖

80国

60国

40略

2日目

飢

春
(nヰ2)

夏
(n=28) 

観察J bI的で訪れるグループが群を抜いて多い。その

埋出として，冬不は林|何の見通しがよくなるために烏

類の観察が谷易になることが考えられるバまた，冬季

は動物にとって餌が少なくなるため，パンくずやひま

わりの極といった餅を持ち寄り，動物が近くまで寄っ

て本るのを楽しみに木林する人が少なくないようであ

る内この他，秋不では「自然に親しむ」の半数は「紅

葉狩り」が山めJ=l..:休的でかつ季節が限定きれるTIi'I白

内容だった。

苧節によっ亡研究林を訪れる碩!止には違いがみら

れた (X2~2 1i .8103 ， df~9. p~Oω2)。冬季の

利用掛度は「ほほ毎11J利用する人が23.5%，r迦 1

同以上」手IJ附する人が35.3%に上り，日常生活のリス

ムの'1'に柑|究林手Ij肘を組み込んでいる人が約 6割に達
していた(岡引っこれに対 L 春夏秋では「午に I

秋
(n=92) 

冬
(n=52) 

調査季節

図8.手節目Ijにみた特段利用している手節

無回答および初回利J凶グループを除く引214グループを対象としたご

表5目手節別に見た研究林と|司桜の同的で利用している他の場所

利用場所 春 夏 秋 冬 全体

n =44 n =.'34 n = 102 n =57 n = 237 

ない 29.J 26.J 27.) 113.9 :11. R 

金太郎公園 20咽5 38.2 22咽5 12.3 23.4 

ウトナイ湖 4.5 :) 9 6.9 33.3 12.7 

錦大沼 lU  2.9 20.6 1.8 9.2 

緑ケ丘公園 15.9 8.8 ;) 9 。。 7.7 

アJレテン 11.1 2.9 6.9 1.8 ;;.7 

い「れかの季節で回答者の10明以 lが行くと答えた場所のみを1<8、じ



l川小牧"叫4の!iJl(1州 l揚支 仰臥l リ

放凶」利}1けるイベ〆 H~な利JiJ背が多かった οたのだと佐初('¥る 秋ヂには2揃lω人か紅葉の名

これまで;:~岡以ト利川している 2èJiIグル プに 所でもあゐ繍大出公凶 ltfノトイぐ市、て挙げてし1た

刻}て 件ぬ利IIJLている手節について尋ねたところ

214グル y か~_，I叶併が化りれた{凶針 l 令てrn高い共 41来林者の居住地による利用開繍時刻闘の遣い

ゴムLて， Xll'iiこ，Wflていた季節をま rキげる傾向か見 泊外かり求林しだ4グル プおよび瓜阿谷 1グ

られ 伶人刀、mム好ましいと与え、い '0苧'"実際に " プを 除 く ~:\!i グル フの利用開始切を図υにまと

，iJJiしていゐことカ匂P方 Jた また 会皮秩の来林者ほ めた市内ι件の211グルヴ1niま 5/1'以内に判
冬をあま的手IJJIJしないのに対し 冬の米体者は厄年平 JIJ~始めたと L う凶符"り r4ü1j: ~:\_1 前」 ζ い? 凶符

刷Lてし f まで 辿較的かコ特定の午ftt筒ろととなく平均的に

イリ[究林にう長たのと川僚のHn0-c'判111寸る他の句jr!， 分布{コ川 このこと:1J"o，dJ内frflぢはL十勝博物

を尋ねたとこ九 州宇を泊してが"~割め人が「ない 図カ喉偏J竺れる以前の叙 l年以よ刷，jら引企}でる ま

と岡谷Lた'./、3.' れは付l兜外だけを引切l好んで 、変わる、となく利附L続けていたと， ，，'-る また

利用ヲる人が多い乙との表れと思われるカ ニグ刈副'1 初めて伶れた人の制什1.1:1，(;';-合と非常，-似く ほとん

は他の手wとの街窓芝i1tjいものの!糸子1:13，9切と どの剰PtI"2í治情鬼林を撚り匙 I~ ， ibれて、ることが"か

辰も 仙'-"似をルしだ (x
2=" 2引 4， d【=3. p = ョた ヲザ '"内'"外行「卜背lこの10>ギ以内に利111L 

o 153) 1<、夏秋には俳先株め陶およそ2;，." (あ門 誌じめた人，j':三とんどで令休の約11%を山めた
より，"釘地に注い金太郎の泡を小lデる 人，多カノ 州究外の中に有使者7戸阿山に育t策、きる樹木川持

た 念太郎の池は貸Lオ 卜や逝Jえのある 駐阜場ゃ の泊々があるこルを'"でlJr"，たのか忍ねたこごろ 2:17

パベ千ゴ ハウスも笠怖されたJ'd 牧市"公悼lであ グルプから図益が得らμた l刈10j その杭以市

る 方冬季で :1ゥトテイ 湖を挙げる人が金太t!~O) 内代ii:の210グル プの内行l的らがいつの問』かJ:JI'_")

他を人きくト同 )33.3%こなった ウ lヲノ湖は併注 ていた!と 阿谷 L.'I'!idiつJ~J誕の市?箸 ，識のつ

外的東北東お工そ 9l.:uにある淡水 川勝?切である 」 去に偲気"れ(¥るJ見状が yか拾えλ ju内，"外{卜イl

の湖iまオオハク手ゴウ((、"g""，¥'，:yg""，，) "¥'マガ J の2:1グループでlま 職場学校 趣臥の付 クJレ公ど

い.4""，.，-albifrol1' なと 波り隠のμイド有数の中僻地 ご的作引を過して知ること刀'40.9% と最も多か.~J:二、

であり((附lof( ラム4リ ル条約L仔録されてv、る ':1'" 市外食住宵lょう校の迫足ヘ3職場の行ψ会ζ で研究株を

NI.'I町阿然i，i1Jk同粁斗牛物以 2003:' 冬4院の活林グル.JJi !るまで そωlrrr5:知る設がまなげ戸市内rrイ1

7の豹7常ii' 動姐物の減税 を口際JとLじいたが す身は ιれ以前 i.: ね l る僚会を l~-Cいωk うだ

ウトヲイ湖に閃しでも同l維の11的で，ihflることが多か

。‘ 副 制 醐 醐 1醐

図".，り{宛件ω科州問船時，'f:

宮外為 qて林U:-1グル プJ;t ~'_~ -w;?i- l グル プを除く許~:~Jf 凡 7を1，と，-今春川lした



'" 

軍関市外在住

(n =2お

市肉在住
(門=引0)

0・

lヒi，.ii証人ア;i.内外崎允械椅 Wlilる め」弓

醐 輔 醐

図'" 附すE仏~， tJ[ぺ九情報iM

偶健鍾息した

醐 畑

単外か "'~ト '.:_1 グル ー ゥ 箇肉体4 よI忘れlと阿ヰ， グル ープ会およく;<12::.1ゲ 月k をJ1f.，い Lλ

5)来林者のクル{ブ属性から見た刺周形態 れ1!)2% と 22.1% で.休のおよそ~ trJtごJ これに

米林しだグル プをその他成山に f供とその家 対 If供とその家族」、は， itK汁が31>it'loitご

仏 110代以トの下伏とZのぶ払あるい法 その本以 あったのが，，7切ると治色多く 百代 印代カ;~7 (ド%だ

と家族以外の人，111夫婦l夫婦まには夫婦とその友人" った

， )人j rk人"'成人家紋、成人のみで構成されてい 図llc71"'.>.fj;乎はいj"uの以怜ドお'.'1:も本林

た家族つれ L うJ 炊 し!こ μらい n~: も民さない ?るJtドが丙く!とく 1:::1ナ飢とその水族 lで:i，，1ゆ3%ι
グル ブを 分編小脳」とした その翁果 '1供と 「失対 ごみ'0“%ζ符腐伴内 Ck金も尚，'もめを小したF
その家族」が伝も名く:10.1%次陰、 c-).制」元 2t防ら タ弘子(ま， 1人 と j少日」グ);ま林ltキが向く それぞ

， 1人」が267切となり これっ 3抑の贋件でうトイネの れ37.3%と幻れ今だっとが '1供とその家欽」、 H

4f凶r;(;;:，を占めた l凶11; r ji人 むよひ「此人本以 11 _ -:';{，と低地 Bたまた 1人」で利用する人法「大

はとも。 1併に泌ヌなかす)た さらに 千件の恥~83% 婦 lベ lチイ実とその家族 lに比べて た休する手助に

を山めた「了怯とその家紋」 丈Mj 人」の三つめ 偏りが少なかった

属也にすnて それ?iL;t林M度 u究l11a) グループ 以トカ均 3 0!~ む よ ひ-10川σJtJ./i: "-干のプ刊しを十字つ

代主背ぴ)世代(図llb)，米林苧節 l図11c) iこっ~，"( l¥:叱、1)，了偽を連れて作夏秋に何凶カ利用語る傾向

付，-た lあゐこと力分かる また 1人でれ川tω代ば

同Ilaかめ l人で米る人的7:1桁%が4:11 iふるい 沼{I利111粁，"'多く か勺μ11iあるL 土沼 l凶以 uリJiJ
yよ遁(:1 阿以十J九る n卵性利川名犬っ ì~: -h. r丈 Lてレるのに村し 夫婦で利附する訂川 川代は午に

婦lと， I供とそω家族，"似た伺向モピ不}た 1イl 数凶かっ 111 k!I以 lの利川へと米林執広が"くなる d

:_~ 1 -教川利用する人が最も多くそれぞれ，-，".4%，と これは 配偶誌の仕掛などの都合!ーよりT柑利用ごは
10.6%，次、':I J :こ 1同以 l利則 nち人"そ九ぞれ よ辿ふペ休日に求林日が限定されるためと思われる

25."%と27，4';{ 週:~ I凶以上来ゐと v寸 高頻度利用

t;li'-;れぞれ己0_1%と18.，i%だコた遡に 1同以十求 6)世代別に見えグル プ属性の構成比率

るlリ頻同日リ川背 汀lこl凶以 UIJJiJする人 1'1に"怜4ト明者九名 句釦ィ、l開背 I:na除〈計607j，

}紋同府I刷する人の 夫婦」め宜ば!いr礼の場合も それP れに付して!伶人の川代ごル l、グループ同刊の

， 1人と f供とみ"家換のψ間的な勧告小した 惰成比三ド小室組Lた I閃12) グル ノ贋りのf育成比

三れk対し グル Y 何十字訓の代表1誌の也代，凶 キiよ日比代と共l 大さな変化を不し犬1O~未満およけ

11b) ごは l夫婦 lは， 1人 と似た傾向を不Lた 10ftごは刻と求林守ることがほとんとで共に 6iA.Iぞl片

「大婦」の代表者お主ぴ l人」が別代行(lft-"あョ め)世代"り代以卜のア伎を合む1世代グv京2た あ
たのカペーれてれ65_3%とS8，6;1"ω代 初代がそーれそ るLは! その永侠こ窓絞以外の人"および「何父怜



古小牧州究林の11)民利凶(j昌幸一柳原)

a 来林頻度

b ゲループ代表者の世代

c 来林季節

子供と
その車襲

夫婦

一人

ほほ毎日 l動弘I~:'剛よ聞4回目叩囚・

既日::::;::::j:::期繍繍欄糊麟糊欄

防勿勿::;:;:;:::;:;::蹴糊糊織機繍圃

級協招幼::;:::::繍

。% 2叫 4叫 猷J% BO%似鴻

|附圃30悼酬唱団代軍，目前;巨持知子園

品紘一一=一一:::::::閥
去醐| E三三麟鰯麟鱗磁調::::::::::::~

一入園三ヨ 隅隅轍題歌山川

品協

夫婦

一人

。% 2叫 4叫 猷J% BO%似鴻

' mg里ゑ24::::::執::::::1盤各麗誼
mm::::;::::j:::と:::;;:::;::::;:融

問;:::::::::::::;:::::::::輝醐鵬醐醐

白m J:::::::::::::;:;醐醐醐醐問

開 2田 4硝 8聞 縦苅 1()(鴻

図11 グループ属性からみた米林頻度(乱)，代表者の世代 Ib)，米林季節 (c)

J供とその家拡 1川t以下の J供とその家拡。あるいは! その家拡と家拡以外の人
士醐 士捕または士婦とその/ぇ人。

人川作苫のいない人P

L乙人 k人同士
成人不族 成人のみで情成された家族づれρ

骨組不能 10代以下のf-ittを合む組数の家拡集団。
点。〉円グラフがうf祈対象としたグループ属併の古l合 なお，礼 b c におけるグループ属性の構成比ネの遣
いは!白妙J回答散のよ主いによる. " 初めて 14グループ!無回答1~グループ，属れ不明 1 グループのiíl-30グルー
プを除く214グループをもとに抽出 b 世代小明 1クeループ，届什小明 1グループの叶2グループを除く 242

グループをもとに算11'10 C 属性不明 Iグループを除く 24.)グル プをもとに耳11¥0fiの係グラフは各グループ
属刊の来"，頻度 fti<者の世代 来林季節。

11 
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出柑#届 親子o警 世代遺 祖畑と孫 [話人祥] 人 .友人直域福柑:1
l ，，> > >静争，>> > > > > > > >争>> > >静争卦>> > >争卦>>静争>>>司

田島以よ

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

10轟未満

。，‘ 20‘ """ 60略 60!‘ ""'" 
図12 世代別のグループ属性の構成比率

夫師 夫師または夫師とそのよ乙人。
親子 10代以下のT-iJ~とその親あるいは その親下と家焼以外の人
世代 1川d:J.卜のチ仕を含む 3世代の家肢c あるいは，その家肢と家肢以外の人c
祖父母とiif:: l01t以下の了快と号。シ祖父母。あるいは，その家肢と家族以外の人
成人家肢 成人のみで情成さilた家肢つれu
人制作者のいない人。
左人友人同士
分割不能 10代以トのチ世を含む後数の家肢集，.JI.
属竹:ィ、明者3缶，年齢小明者13名を除く円十和17名をもとに幼出した

と孫 (10代以下の子供とその祖父J1，あるいは，その

家政と家校以外の人)J も含めた割台は10歳未消では

95.3%， 10代でも80.0%となり，肉親と連れ立つて来

林することがほとんとεだったc 成人{去の20代になると

10歳未満の自分の了供を連れて来林する割台 (C組了

(IC 代以下の子供とその親，あるいは，その親子と家

版以外の人)J と「 fi 世代J) が:~5.7% と最も多くなり，

「夫婦」の割合も 32.1%と急増Lた また，円分の割

や祖父J:J(C成人家版J) と共l二本林する告j合も25.0%

と比較的而かったっ 30代になると自分の了供と来林す

る割合 (C親子」と C3位代J)が圧倒的に多く 74.7%

に上り夫婦」は10.7%に縮小したコまた，自分の

親や祖父母 (C成人家族J) とJl:に来林する割合はわず

か2.7%にとどまった。 40代では臼分のつ「供または孫

を連れて来林する割合(C親了I3世代I相父母と孫J)
が39.5%に減少し逆に」、婦で訪れる人が30.3%に判ll

}JIIしたu また人で利用する人も9.2%凡られた。 50

代では「主婦」の割合が45.3%と全世代の中でもっと

も肖くなり，また「左;人J • r 1人」で訪れる制令も共

に柑加L，それぞれ15.4%と16.2%となったど「友人」

と利用する押j合は60代.70代とさらに1¥9加L，およそ

3割を占めた

7)自由意見

今回の調杏では生態博物園に対する円山な意見も

聞いた(付表2九その結果，利用に際しての不満や

要望のほか，様々な思い入れやかつての研究林の姿な

どを知ることができた。寄せられた，'1rt1且見を衣6に

まとめたコ不渦の つは，禁I1されているごみのボイ

捨てや犬の連れ込みといった，他の利用者に対するマ

ナー違反についてであったごまた，市が設置している

トイレ(汲み取り式)や，1，物の採集?:、止とし寸研究

林の措慣に対しての不満も古せられた(さらに，巾背

パスの路線廃11に対するィ、渦もあったc 研究林までの
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市営パス路線が2001年にl括11されたことで町公共交通 対究林は「ふる;~との森 として市民に定者している

千段を使って研究林に来るためには紋寄りのパス仔か ように思われた また，年齢とともに利用形態も変化

ら約LSkfTI， ii;UT、日)分;王炉を泌するようになコている口 しており可了jl'の遊心、先日号から κ人の槌'4;，高齢I'iの

この意見は1時WJ以 Lir.(-j--て上ってきたというおO歳代 健康づくりまで実i二料広い:1:luJを提供していることが

の 3姉妹から寄せられたものごある 分かる(必 6 c乍訴とJt¥こ利m形態が交nうしたとし s弓
flJl究林;之転11¥0' -'¥" [1]-ぴJヰ小牧に民つ k きた U タ ~~;\QJ 0 柑f究林の l~\" 、点を I主体的に挙げた何?とは，程

ン市民からも恨irtい:主持f得ていることが分かった よく性備されていゐことヤ空気が良いという意見が事

〔玄G~転出人に関する邑見 1_ I'i ;tu~~ 見をみる限り， く見られたc

表 6，山南忌l止のまとめ

利用iこ際しての不満や要望

コ名 先的連れ込みに対する不満

Zタ トイレの己主ITを求める':2望*'
111 ごみのポイ松てに対するノトi品

I名 子慌の昆虫採立を司 "1してほしいとい号要望料

iタ: パス路線的出止に対する不満叫

転出入に粛する意見

4名 ;九小牧市への車i;}を機に科司を苅始Lた

p~ 苫小牧でず「ち 帰省n，~'に利はしている

3伝 子手ぴ陪 ~J， !l幻生とようになって，利用 Lてし 3 る

Z11 7i小牧で守ち，車r，!-fll後も割前統利HJしている

年齢と共に稿用形態会変化したという意見

3 タ :F侠~I j心 (j)ホI~T:]から自身心温時の本IIIJへ

3タ;，主力の変fこに引い、和感づくりの平日1Iへ

1名 白身内子連れ判照から ヘルパーと Lて老人犬i生日科司へ

l-t 定年を械に宇沿を間給した
研究林の良い点在異体的に挙げた意見

411 f.;れ;"，とても移怖されてし込ゐ

:~ ~乙 唱えがえい

2タ: 写真に直している

I名 木lニ名札が1，1けてある

1名 車が.1FF.く安企I!

i名 遊具が誕く占告が

1 ，ド 白;~らを楽しめる

IR 組lしみやすい

その他

4タ: 数 I'{ド前の却l光林引事やが11i~J につい1

4名 心身のケアのために利用[ている

l(!タl その他

~'1 ~(;n.--;年に市内協 }Jにより fxtft:物静化λ ト i ，が1菜f 主 07.:':'れたり
本êo-態系出令のため、 μ出や魚チ ;;-Ij-;動 1立物の摂取~:栄 tl.， 1 ~ている

*'" ?0(:1年にサ光件までのd，(!)時組ノくスカ兆五，:されたっ
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4.考察
北海道大学・北方'1物倒フィ ルド科 d予セ〆

タ~ .苫小牧研究林を訪れる一般の人々の約8割が苫

小牧市民であり，その内の 6剖の人が川小牧に'1"まれ

育つなかで.いつの聞にか研究林の存在を認識してい

た。つまり，利尉苔にとって柑|究林はゴ|常に身近で当

たり前の存在となっていることが分かったっ来伴者全

休のおよそ15%を山める10成主満の子供は町却や恒父

母に連れられて来林しているコ「いつの|町にか知って

いた」と回芥Lた大人の多くもまた.おそらく幼少期j

に刻XO組父IVlこ迎れられて点たのだろう。このことか

ら，幼少期に肉親に連れられて来林するという形態は，

何十年も前から変化していないと考えられる。また，

10イ|以上前から利用し続けている人が過半数を占的，

全体の 9割以トが繰り返し来林しているリピ)ターで

あることも特筆すべき点である。

本調査で得られた世代別の研究林の利用形態か

ら，年齢とともに市民と研究林の関わり合いが移り変

わっていく検fを伺い知ることができる。まず， 10歳

未満の幼少期のうちにl川親や相父母などに連れられて

柑|究林を訪れる。 しかし III代町 21l代になると学校の

部川動や塾などに時間を費やすためか，研究林から

時速さかる ところが，結婚し子供が少しんきくな

った初代. 40代になると J~が f を連れて再ぴ酬究林に

戻ってくる そして，子供が円立した後も， 1人で，

夫婦で あるいは友人とともに利肘を継続していく。

このように，仙人の年齢とともに研究林への関わりが

変化Lながらも，研究林を利上HL続けていることが見
てとれる。幼少期にUJI究材ーを訪れた経験を持つ人は，

一旦は研究林から辿さかりながらも，円身に子供がで

きると「口然に触れさせたい，白然の中で育てたい」

との思しゅ、ら自ら了供を連れて研4先林に帰って来るの

だろう。それは，あたかも匝卵のために日分が広まれ

た川に民ってくるというサケの母川回帰に似た母

森回帰」とでもいえる現象と言えよう口実際，苫小牧

市から転出した後も，帰省の度に令dI究林を訪れている

という人は少なくなかった〈また小学校の速足以

来ずっと点ていなかったが，子供ができてから再び点

るようになった」と詰る:lO代， 40代の来伴者もいたハ

来林干干の利用形態やlE:識を見る限り，苫小牧研究林は

よ千所有の森でありながら，内小牧市民の「ふるさと

の蕊」としてすでに定着していると日って良いだろう

その一方で，本調脊におけるlIr九吉見でも見られたよ

うに，ごみ投棄といった基本マナーの欠落，えなとベ

ソトの持ち込みや動物の採集，立人禁11.1丘域への人林

なと「研究体」を利用する|でのルール違反が後を絶

たないという現実があるひもちろん，それはごく 部

の限られた者の行為なのかもしれないc しかし，学術

研究を妨げるような事例が今後も継続したり.研究林

職員らの予を煩わせる事態が頻党する場合には，生態

博物同の一般市民への開放そのものの打ち切りも視野

に入れきるを得ないだろう

ところで，「;責門材、」と呼ばれる大学所有の森が

日本に誕I1Lたのは189'1午に遡り，設、y当初は干|会の

みならず学内におしミても閉鎖的な施設であったという

(全同大'了演習林協議会， 1996)，品小牧研究林の母体

が札幌農学校維持資金として内務省より編入きれた森

であったことは先に述べた通りだが，こうした財産林

としての役割のほかに，設、γ当初から林学教育の学作

実門の場としても活刷されてきた(北海出λ学農学部

附jcri演習林， 1981)。しかし， '7'1何の他分野および社

会に対しては，ノ託凶の他大学i買押林と|司椋に閉鎖的な

施設であったと推察されるコ 1970{1代に入り，都市部

の市民を中心に円然教育あるいは円然に親しむ場と L

て「森」への関心が高まり(白沢， 1986; fllH1， 1996) 

同時に大'了出習林へも|期化、が作がれるようになった

(全国大学演門林協議会， 19怖い北海道k学背小牧研

究林が市民の休養と到柄物の基礎的観察の拠点として

整備した生態博物園(樹本困)は，このような社会的

民誌に凶内でいち早く応えたものといえる(全国λ学

演習林協議会， 1996)。岨在では，全同各地の大'7'の

森で，一般巾民を対象とした公開首位州や小中学生対象

の体験干判，学校教員を対象とした実押なと，形態お

よび内容も芙に多様な地域開放事業が行われ(中村

本野 2以14)，一般雑品でも特集が組まれるにやって

いる(エコソフィア編集委員会， 200;)っすなわち，

λ学の森を求める社会的~詰は 層よきくなってお

り，望むと望まないとに関わらず， A.学もそれに応え

ようと「聞かれた大学の森」を円指しているのだι

人口およそ17万人の l業都市にありながら，内小

牧研究林という自然l比の而い森が現在まで存続Lてい

るのは，J，;学の森だからというだけではなし宵小牧

市民にとっても必要小叫欠な森として認識されてきた

からに他ならない(石城， 1994LそLて，その認識

は?なお変わらず，門小牧市民のふるさとの森と Lて

定着していることが今回のアンケートで明らかとなっ

た{本研究林が常小牧巾の中で?後も存続し続けてい

くためには 1'1'i小牧研究林の森が「自分たちにとって



古小牧州究林の11)民利凶(j昌幸一柳原) 15 

必世不可欠な森である」という認識を，多くの円小牧 北海道λ学(19RO) 北k百年史首位局史， 14261'1'，ぎ

市民が抱くことが重要であるc したがって， 般市民 ょうせい

への開放を中止することは得策とは言えないだろう口 北海道ん学 (1982): itk肖年史通説， 1238 + 263pp， 

川小牧酬究林は「市民に聞かれたk学の森」の先~I'昔 ぎょうせい

であるけであるならば， 般市民のマナー問題の解決 北海道大学械習林 (1963):北海道大苧演習林六十干

においても，令凶に先駆けた千法を不していくべきで の歩み， 196pp. 

はないだろうかc 例えば，利用者自身によるパトロー 北海道大学北方'1物倒フィ ルド科学センタ 森林

ルの実施がある。実際，多くの利肘者，とくに毎日利 圏ステ←ション (2002) 北海道k学北方生物園フ

用するような肖頻度利困者は，ごみが落ちていたり， イールド科千センター森林凶ステーションイ|限

犬を放している状況に憤1)を感じており，すでに向ら (2001)， 96pp. 

パトロールをしているという利用昌もいたごこのよう 北海道λ学北h生物悶フィールド科学センター森林

な個人中位。〕自キ的な日動をサポート l，利用ルール 閣ステーション (2刷)5):北海道大手北方'1物闘7

の背及や不法投棄の情報収集なとに役立てられないだ イ」ルド科学センター森林図ステーション長期計

ろうかu また，ィ、法伝人に関しては，立人禁11看板を 面白005-2014)，:15 +附17pp

もっと大きく jJ、すなどのよじ夫をした卜で，一般の利用 北海道大学農学部附属演習林 11981)・北大演習林80

1i'が侵入することによって起こる阿屈を明記すべきだ 年， 172pp. 

ろう c そして何よりも，本研究材ーから'1み出される研 七城誠古 (199~) 森はよみがえる， 21¥1pp，講談社.

究成果の一端を;1(林者や肯小牧市民に紹介l， C公園」 環境省 11然環境局野生生物課(2005) 日本のラムサー

ではなく「研究林」であることの意味を理解してもら ル条約湿地， ;17pp，環境省.

う努力が必要だろうっそれによって.なぜベソ?を持 小版勝利 11983) 演習林経常に関する引会経治史的

ち込んではいけないのか，なぜ動植物を採集してはい 緋究北太中川地JhCf押林を中心に 北泌道λ学

けないのか，なぜ入ってはいけない場所があるのか， 良d子部演習1"研究Nf丹 /12・221-.1.12

といったルールへの瑚解につながるのではないだろう 中村浩一・水野町志 (2004):大学の森を巾民に聞く，

か。 エコソフィア 1;) : 28-3:~ 

苫小牧市企両調整部 (2004)・苫小牧巾の人口動態，

5.謝辞 統計とまこまい :¥0.7討，

本調査を快諾してくださった北海道大学・北方ノ| 苫小牧市水道部 (20例) 水道事業概要， i16pp，苫小

物園フイ」ルド科学センタ」・常小牧研究林のスタッ 牧市.

フの}j々 ，ならびに快くアンケートに応じてくださっ 和事治 (1996) 都市近郊における「市民の森ん式」

た来林者の方々に心よりお礼巾L卜げるじ による緑地保全に関する研究横浜市の市民の森制

度'ふれあいの樹林制度を中心に ，占1，市，11曲学会

引用文献 学柿J研究論文集.31・H5-150.

tb:i'2年柳原芳元 (2005) 研究林のir#季 l止森阿帰，広 古~N四郎 (1986) 都市の同生と緑の保全焼iR r巾

i荘とまこまい -"0.1628:24. 上己の森」を小心に ， if I火人学論集 7 25-5詩

エコソフィア編集委員会 (2004) 特集ょうこそ! 令同大学演習林協議会 (1996) ・森へゆこう， 169pp， 

k学の森へ町エコソフィア. 13: 1-55. JL再ブックス.
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付表 1 アンケートの単純集計結果

l 性別

有効ri1答計数 ω3 

子ー主ヨ ι 良 秋 吉子 五!

.)J 性 ::;1 48 136 59 294 

(J，. 引 62 :ifS 1;')9 50 309 

11:J 討6 2ns 109 (-;(日

? ~1二 hJ 17 

有効ri1答計数 G10 

子ー 主ヨ ι sL 秋 弘、

10成未満 14 22 44 9 89 

10 代 号 ]c ::)0 

2(1 代 討 5 1-1 2品

30 13 16 今ι'1 E) 77 

10 1¥ 15 品 〉ふ5 18 76 

5U ft 14 II 19 ι]，] 11色

日υ 23 12 74 10 119 

70 14 15 2=i 6 60 

HO歳以上 ~l 0 K :2 1:{ 

11:-::¥ H5 2n:-:; 109 (-;10 

;3. !r_l} 1.主抱

有効ri1特許数 623 

子4 鎖

市内

フ長

91 

虫1

81 

そt 弘

85 りに 1
~dム !:;08 

道内，11外 22 1111  灯 時

ill 外fJ :1 1; ~ 17 

総n"l 113 9尺 306 1印 623

L 利回開始時周

布効1'1芝、グループ数日'1:-;

-
hお
4

5

1

9

8

9

0

 

1

5

4

3

1

 

初めて

5年以内

G -10年訪

日年以ト首

2U年~;;.、上司

出i1fJ-j，!同

40年以ト背

白?

9 内

24 lお

]9 1:'") 

20 7 

6 

10 ワ

14 6 。
りq
，-"， 

ワ4
“一

H
d
M
6
 

1() 

δ 

;，0イ|以上品 :l () 

行"年以!九() () 2 

稔日 4~) 34 10'1' 57 243 
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5.tり|究十字のことや何で知ったか

布効回答グ可レーァ数 ?，:18 

阪 知 27 1fj 

主1 人出 4 s 
メ デf Jイ r x' J 

職場ゃ苧校の行事をAiLご 7 

当E 見 】? 。
:i2 

L 研究林への移動子段とiJiJlJ時間 (j.Q外在住の4グルーブを除く)

有効回終グループ数 2:i9 

64 

19 

12 

6 

10出

2包 l:iS 

15 46 
d 13 21 

" " 
4 12 

56 吹18

季節 春夏 f1( 1"~ ~十

車 10分円。内 15 9 46 :24 94 

:)O~j 以内 1，1 11 〉ふ5 1，1 

1 1時間以内 「 III 

立|時i出以内 ::: 3 4 

ぞれ以ト o 1 “ 。 。
自転平 10分以内 3 1 1ノ 。

:~}()分以内 2 () 7 

徒歩 10分以内 3 3 u 0 6 

:)O~j 以内 10 19 

それよよ 338  

総日，1S ;-12 105 S6 2:-$9 

7.利回目的:複数回符UJ

有効1'11うにグル』 ブ主主 24(+ 

， 

右剤~1国芥者数 fl='15 1~=3~ n=IOλ rl=，:i7 11=2.-1-'1 

政止、・ジロ平ング 2(， J:I 37 2G 102 

動lio物の観察 17 ぷ 1:1 j日 れ、/円j 

IV!¥に載しむ、 17 17 ~)~ 1.3 98 

若島 Hえ 6 4 19 l(j :18 

リラソクス 7 3 14 2討

キノコ，山菜，号、:tの+1(集 10 3 内 10 。 23 

子容与 のため 3 1 ι 3 J:l 

任食・ピクニ yク 4 7 11 12 

"戸 (i) i也 d つ 4 8 IJ 15 

総 01 93 G4 184 95 42G 

17 
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R. ぷJhJ鉱}支

布効回答グ可レーブ数 究l5

1!(i1ij: H " K ;-11 

組 IITTI J;lト 6 4 18 18 46 

日に 1l'月以ーニ 13 Eミ 17 12 17 

乍に 1'数件| lS 11 18 リ お()

数年に 1同 。 4 。 5 

10 29 :15 51 吹15

く

9. ~iJJiJする子市H 被数回符可

有効回終グループ数引1

禾l' 主J 者 史 f.1， ィた ;十

有効同終グループ数 11 =42 n = 28 n 当2 r: = 52 11 =213 

手ド 1吹 21 06 13 172 

~ 33 2G 60 39 15色

秋 つ5 1" 以) 4;; 1ぷ9

ター 11 7 17 51 8む

総 121 ?:J ?3:j 17討 605 

10. tり|究十字での議存時間

有効回特グル}フ数 232 

初旬、示1前 2 lR 6 ::lO 

30分 .1叫問 17 9 43 17 86 

l 、 2 げJ'I~J 16 可 つt [:1 β2 

2時間以 f'. 9 7 20 訪 日

総n"l 44 21' 105 56 232 

11. 1司様のH的で事j射するほかの場所;線数F-q~事Il;

布効1'1芝、グループ数 2:-;7 

千j効回答昔数 JJ ------</l 

ない 1 :~ 

合'!、山1公位[ 。
ウトサイ湖 】ヲ

錦J、m

総が[で公開 i 

アルテン ， 
支簿記日 ア

ポロト湖

議前山 I 

市弐文化公開 。
高丘森林公園

ηH  

9 

13 

2 

3 

i 
.， 

ワ

。
。

日 102 1 ~ ------57 れ:Z:-l7

三日; 25 門7~

23 7 52 
巧

1a ;30 

ワ 28 

ι IJ 

F守

i 1" 

ぷ 2 

〉 () 7 

1 ? 6 

b i b 

4 6 
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付表 2 アンケートで寄せられた自由意見

引用iこ際しての不満や嬰望

30代女 市 内 ごみのポイ姶てや犬を!在 l~Ti::らせるなど，利用者マナーが年々主化している

4()代男 iti 1人j 十の池のト/レ(は汚いので)何とかなりないか。

111イ℃リj -rl-i rえ]

110イ己主日 市 内

40代男 巾 Iえ]

60イに山市内

出)代女 rji Fえ]

トイレの件を rl-iに投書しようと忌つが早ーもある勺多くの市民が不IJ市Lているのだから.

トイレぐらいはァ"がやるべきだと思っている。*'

j供だけは討コ立hポ集がで主るようにし-("1，孔しい ネ2

犬の連れ込みは立証ιブワのカメラマシほ:マナ が思い-?:r-Hも二三ゾライチョウを
追い同していた J

えの連れ込みは織だ

ここを 倍以く利用するザ /if[ は姉妹日人で米たが，パスが舟くなったため歩いてく

るのが手〈川る *3

かつて苫小牧に住んだ経験のある人たちの意見

1Il代男 札幌 E 日小牧lニf主んじいた 今は"1に何凶か帰省したときに完ている。
30イtリj 神うI~J I[ 柄省のれぴ;こ 11ロlは来ていゐ《了供の頃は1-UlH手責ミを L!ヘ ヤ佐lも侃吉'1'に懐かしく

てヰミてみた

10代当埼 i 小'T:/Hn母1， ~l_~j小牧にL んずいた 干に 度お最多りのために帰/(jする 今1:1立正投j

湖にテントを伝っていて、そこから記憶を頼りに来た…迷ったが辿 i)背いてすごく精

しい」来た中主!;があったコ

10イ日リ}三 時: 昔，苫小牧:二校んでいた}去はiに転)e;したJ:t[{'c .Z'.も年に 3 行凶は来る
がO1-e男 札幌 お慕議 1) のついで Ic ;iとたくなコナニ l かつ -c-~小牧 diに住んでいた。

50代山 市 内 ι小牧から札慨に越Lていた問1<1:，たまに来た 日'年ιノム牧に民 ":jてきてから Zく来
るようになったI

50代男 ，!i 内 日{j-:8u' !ニ tl'，ノj、牧に Jえって主てから頻繁に米てし、る自主;からそ~Llli量までパスできててT

'11遣を 1時間安いてきた J

6古代崎 市 内 千供のミ~~土*'なかったこ 4凶手ぶりに川小牧に)点ってきてから利 )1] し治めた0

50代当 札幌 以Mli，A小牧lこfiんでし iたn 札幌に転作;した;j，1(でも年に数回[立米る、

苫小牧に転入してきた人たちの窓見

so代男市内 羽"(r。長期jの II\~長 q:で 1 ヶ 111博仁川小牧に来たい家は兵席っ

50代川 市 内 今年引っ畝して#た}今日で3匹IIc1''1'来たいと伺っている 1

60代男市内 士"r旭川から越Lてきた。

80代一広 市 内 01[前に8，1県から越してきて‘吋i時からはほ毎i1来ている内

年齢と共に利用形態が変化する人たちの意見

;-HH¥:男 市 内 (jJtが九きくと主ったらもっと来るように仕ると思う。
日(}{t主 di 1'1 

~)OH::女市内

50イ\;~品市内

60代女 di 1斗

70バtリj 市内

70代K 市内

70.ft児 出 内

別代男 iti 内

今は 1人で来るが，了供が小さかった頃は家族でピクニヴク:二来ていたο

千棋が小えい頃には泣ていたc ノ}~可ヘルパーとしてイ可 i 年ぶりかで土た=

了供が小さい頃は了連れtすa，'>c来ていたが，今は写真を掠るために来るο

以前から72平を迎えたら本ょうと思っていたr 定午を迎えてやっとヰとられるよ弓にな

った」

すは向転車".C"来ていたが，足古川、内出になってから市で来るようになった}今は102¥
添いのんに)!れてきてもらっている

長は了洪を川で遊ばせるために来た

7干l土月に1回l主主 Cいた{むいとさ:ニ*'くスヰーもした{

以前はゲートポールをしていたが 体がついて行かなくなったので似品、に変えた J
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付表2 アンケートで寄せられた自由意見(つづき)

30代女市内 アJ司会Lがされし 3で、i'l然を来しめる l

初代男札梶 保影 Lたしゅ~";11'が見易い。

日11イ℃リj -rl-i rえ] 遊具が帆<.古(fiかで1ムいので 呑上く来る〈
SO-{t女巾 内 泣いしきれいなのでここをー母ぷく使与む

fiQイ己主日 市 内 親しみやすく，写立に適していると明、う〈

()()代男 巾 Iえ] 本当に久しぶりに来た kても盗{脅された~

tjOf七PJ 市内 今岡 11可イiぶりにかで来fニハきれいで捨Lt-'oこの森はいつまでも悲わらずに足、やit
っていてくれる，そんな安心la';がここにはある、

雫気がHし近いのマここにnく去る。
木l二名札が1，)けてあるのが良いc

ごとはzi気も込く，安全で良い J

美iNに畑を持つ ιいるのでいつも日岐を荊慢してし aるがサ知人が来ると自慢のために

J!れと来ているl

何十年も官官の研究林の姿を知る人たちの意見

50代主 市 1人j キ警備闘はキノコなども抹りに来た

60代町 rh IhJ 曾祖父が1:[J#(，::'炭涜き%とを持ってし三たけ

()()代男市内 戦出から利!Hして¥，'，たc 当J守lよ食窪不足で，ここで姐11をしていたU

70イEA 市内 昔はぷメ(E~;ちしたハ

心身のケアに利用している人たちの意見

50代k 市内 百年科tiifに「アポ口問・山子の豆の;アイサ ピスが向日正し1"ときから，史C.:，fAo) {; 

聞もすJとして恥てしる

このおじいさもはいつも家にいるので，ょここを臣、い前してヘルパーとして~れ、き亡

あげ九 1

リハピりのため)Jに2-3阿*ているハ

足が:ttいので健康のためにJf，いている η

日11代女 rji Fえ]

7りf-t::Jj m 内
80代児市内

00代女 i1i 内

50代女 ，!i内

5古代女市内

70代当 市内

その{tI!

10 イU~-.t.丹市内

20代男 iti 戸、j

ぶ)イt同市内

40代男 巾 内

5nf¥:男市内

日(}{t主 di 1'1 

tiOf-¥:;男市内

fì()イ\;~品市内

60代男 di 1斗

別代男市 l斗

他仁釣りのでき φ 所がないので来るつ今まで持1まされたことはなかったい学校のクラ

ブグ〉マラゾシむ 3口に i闘はうまる{ 判

京-fi'~ 旬のぶi止みの帰行[こすった g{;:ぶりに点た

者史は忙し v 、ので l8J数減る u 冬(i)散~コ スにしている。

iO:は1M)場所じキャンプ

いつもは海におくが， Ul1じL行げなし iときには，ここに来る

数午ぶりに来たμ 以前.i5:くに住んでいた頃はもっ2よく来fて^ -!{~はソ"も Lた、

市がd己主さしている公民じだと思っていたr

以tjl;，伊達にHんでいた頃に 度来た。今出f作品神村に来たついでに寄ってみた
タざ:オパ、クTゴルフをして尽御買えを食べにここに木た J

R然は好きだn言、ヘピが峨い へピのいない必先と秋ちに!礼かける。
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Summan 

よ¥.part of the Tomakomai Experimental Forest that belongs to Hokkaido University (TOEF) in Tomako-

mai City is opcn to thc public. Thc forcst is visitcd by many pcoplc V.7/lO wish to cnjoy naturc. Howcvcr 

these visitors also causeぉomeadministrative problems. In order to allow continued access to the forest. it 

would be necessary for the university and visitors to arrive at a mutual understanding. T11 this study. in ordet 

LO obLain basic inlormation on the public use o[ Lhis loresL， 1 analyzed some characteristics and visiLing pat 

telηS of the people "¥¥'ho go to the forest. 

A QLlcstionnairc SUfVCy was conducrcd io 2002-2似)4¥vith 62:-l pcrsons from thc 244 groups visiting thc 

TOEF. Tomakomai City has a population of approximately 170，000. Approximately 809b of the r目 pondents

were residents of TOl11akol11ai City. ¥fore than 90% of these respondents l11ade frequent visits to the forest 

aod more Lhan haH 01" them had been visiting Lhe 1"orest 1"or more than ， 0 year只 TheLypes 01"日roupsLhat the 
respondents belonged to were classified into the follo¥ving seven categories; individuals， couples， adult fami 

lics， parcnts and childrcn (undcr 20 ycars of agc)， fricnds，日randparcntsand grandchildrcn Cundcr 20 ycars 

of age)， and three generations uncluding those under 20 yearぉofage). The respondent:号、'eredassified iロto

different types of groups depending on their ages. Further， the pattern of visits to the forest differed accord-

ing to the respondents' ages. 

The result of this survey suggested that visitors to the forest altered their visiting patterns inζlCcord 

aロcc¥vith thcir lifc cyclcs. Pcoplc arc gcncrally takcn to thc forcst by thcir parcnts during thcir childhood 

These individuals do not visit the forest in their gro¥ving yヒ礼rs.HO¥vever， they visit it礼galll礼sparents ¥vith 

their own children. Following that they continue to visit it alone or ¥vith their s胆)llsesor friends， even after 

Lheir children have日rowoup and become independe1ll 

Kcy words: qucstionnairc survcy， Hokkaido Univcrsity Forcst visiting pattcrn， lifc cyclc 




